
健
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健
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ス
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手
続
き
・
制
度

募
集

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

◆時や場などの略字の見方は12ページ
◆対どなたでも、定特になし、￥無料、申不要（直接
会場へ）の場合は、記載なし

◆申に電話、ファクス、Ｅメール、Ｈ（市ホームペー
ジ）の記載がある場合は、その方法で申し込み可
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手
続
き
・
制
度

く
ら
し

く
ら
し

催
し

催
し

●
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
相
談

【
市
民
相
談
】

時
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
年
末・年
始
除
く
。電
話
相
談
可
）

【
弁
護
士
相
談
】

時
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時

（
祝
日
の
場
合
は
前
日
。
予
約
制
。

１
人
30
分
以
内
。
年
１
回
）

【
司
法
書
士
相
談
】

時
毎
月
第
２
火
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
（
予
約
制
。
１
人

30
分
以
内
。
年
１
回
）

問
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
（
市
役

所
な
ん
で
も
窓
口
）
ア
オ
Ｔ
39
・

２
２
５
５

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
回
答
を

　
製
造
業
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
行
政
施
策
な
ど
で
活
用
す

る
た
め
の
調
査
で
す
。
５
月
中
旬

〜
６
月
中
旬
に
、
調
査
員
が
調
査

票
の
配
布
・
回
収
に
伺
い
ま
す
。

対
６
月
１
日
現
在
で
製
造
業
を
営

む
事
業
所　
問
庶
務
課
統
計
係
さ
い

Ｔ
39
・
２
２
４
８

●
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
拡
大
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
、「
特
定
外
来

生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
や
運

搬
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
〜
７
月
頃
に
黄
色
の
花
を
つ

け
ま
す
。
抜
き
取
る
か
刈
り
取
り
、

袋
に
密
閉
す
る
な
ど
し
て
、
枯
ら

し
て
か
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

種
子
を
つ
け
る
前
に
駆
除
す
る
こ

と
で
、
生
息
範
囲
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
Ｔ
24
・
０
５
２
８

●
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
早
め

に
発
見
し
て
駆
除
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
５
月
ご
ろ
か
ら
９
月
に
か

け
て
庭
木
な
ど
の
葉
を
食
い
荒
ら

し
ま
す
。
次
の
方
法
で
駆
除
し
ま

し
ょ
う
。

①
巣
の
あ
る
枝
葉
を
切
り
取
る
の

が
最
も
効
果
的

　
幼
虫
（
毛
虫
）
の
発
生
時
期
に

は
、
庭
木
な
ど
の
樹
木
を
注
意
深

く
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
幼
虫
は

集
団
で
ク
モ
の
糸
が
絡
ん
だ
よ
う

な
巣
網
を
作
り
ま
す
。
巣
網
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
枝
葉
ご
と
切
り
取

り
靴
底
な
ど
で
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ

い
。
残
っ
た
枝
は
燃
や
す
ご
み
へ
。

放
置
す
る
と
幼
虫
が
樹
木
全
体
に

散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
薬
剤
散
布
は
最
小
限
に
！

　
幼
虫
が
樹
木
全
体
に
発
生
し
た

場
合
な
ど
、
や
む
を
得
ず
薬
剤
を

散
布
す
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。　

○
薬
剤
の
使
用
方
法
・
量
を
確
認

○
事
前
に
町
内
回
覧
な
ど
で
「
窓

閉
め
」
の
徹
底
を
周
知
（
必
要

に
応
じ
て
隣
接
町
内
に
も
）

○
マ
ス
ク・手
袋・長
袖
な
ど
で
薬

剤
が
素
肌
に
付
か
な
い
服
装
で

○
風
上
か
ら
行
い
、
隣
家
へ
の
飛

散
に
注
意

○
作
業
後
は
手
・
足
・
顔
洗
い
、

う
が
い
を
忘
れ
ず
に

※
粉
剤
は
飛
散
す
る
の
で
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い

問
環
境
業
務
課
Ｔ
24
・
２
８
３
７

●
リ
サ
イ
ク
ル
品
抽
選
販
売
会

　
ご
み
に
出
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
約
50
点
を
修
理
し
販
売
し
ま
す

（
品
物
の
引
き
渡
し
は
後
日
）。

時
５
月
28
日
㈪
〜
６
月
１
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　
場
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
寿
３
）　
対
市
民　

問
環
境
業
務
課
Ｔ
24
・
２
８
３
７

※
抽
選
販
売
会
は
今
回
で
終
了
し

ま
す

●
は
つ
ら
つ
元
気
な「
転
ば
ん
隊
」

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
転
ば
ん
隊
は
、
介
護
予
防
に
必

要
な
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康
づ

く
り
の
担
い
手
に
な
る
市
民
で
す
。

時
５
月
25
日
㈮
〜
９
月
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
計
８
回
）　

場
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ　
対
講
座
修

了
後
、
市
内
の
介
護
予
防
事
業
に

従
事
で
き
る
人　
定
20
人
先
着　

申
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
長
寿
は
つ

ら
つ
課
さ
い
Ｔ
39
・
２
２
６
８
へ

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　
75
歳
以
上
の
人
が
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
と
き
、

１
回
１
、０
０
０
円
の
助
成
券
を

交
付
し
ま
す
（
１
人
年
４
枚
）。

場
①
総
合
窓
口（
福
祉
窓
口
）ア
オ
、

各
支
所
市
民
生
活
課
②
各
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
②
は
後
日
郵
送
）　
対

75
歳
以
上　
持
保
険
証
な
ど
年
齢

を
確
認
で
き
る
も
の　
問
長
寿
は

つ
ら
つ
課
Ｔ
39
・
２
２
６
８
、
各

支
所
市
民
生
活
課

●
自
主
防
災
会
育
成
補
助
金
で
防

災
資
機
材
を
整
備
し
ま
せ
ん
か

対
過
去
に
本
補
助
金
や
中
越
大
震

災
復
興
基
金
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
補
助
金
を
活
用
し
て
、

防
災
資
機
材
を
整
備
し
て
い
な
い

自
主
防
災
会　
対
象
資
機
材
＝
防

災
倉
庫
、
発
電
機
、
毛
布
な
ど
災

害
時
に
必
要
な
資
機
材
（
備
蓄
食

料
、医
薬
品
な
ど
消
耗
品
は
除
く
）　

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
４
分
の
３

（
上
限
80
万
円
）　
申
６
月
29
日

㈮
ま
で
に
見
積
書
の
写
し
を
添
え

て
危
機
管
理
防
災
本
部
ア
オ
Ｔ
39

・
２
２
６
２
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
新
事
業
分
野
開
拓
事
業
者
認
定

制
度

　
新
商
品
の
開
発
で
新
た
な
事
業

分
野
の
開
拓
を
行
う
中
小
企
業
者

と
商
品
を
認
定
し
ま
す（
基
準
あ
り
）。

　
認
定
を
受
け
た
商
品
は
、
市
が

随
意
契
約
で
調
達
可
能
と
な
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
し
販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

対
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
製
造
業

ま
た
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む

中
小
企
業
者
な
ど　
対
象
商
品
＝

公
的
機
関
の
補
助
金
な
ど
を
利
用

し
て
開
発
し
た
商
品　
申
６
月
29

日
㈮
ま
で
に
工
業
振
興
課
大
手
Ｔ

39
・
２
２
２
２
へ

長岡での起業・創業を応援 !
●長岡市未来の起業家応援事業補助金
対新たに起業・創業を行う①Ｕ・Ｉターンする
人②Ｕ・Ｉターンして３年以内の人　対象経費
＝人件費、設備購入費、設備借上料、外注費、
委託費、広報費、店舗など借入費のうち新規・
拡充分の経費　補助額＝対象経費の３分の２以
内　上限＝50万円　対象期間＝交付決定日から
来年２月28日㈭まで　申産業イノベーション課
大手Ｔ39・2402　※申請額が予算に達したら終了

●創業・第二創業のための経営革新セミナー
時６月６日㈬午後１時～７時　場アオーレ長岡　
内経営の問題点や売れる仕組みづくりなど　対
創業、新事業への転換を考えている人　定20人
先着　￥1,000円　申５月30日㈬までにだいし
経営コンサルティング㈱Ｔ025・226・7605、産
業イノベーション課へ

町名が変わります
　４月28日㈯から、高畑町、上条町、
町田町ほかの各一部の区域と町名が
変わります。
問市民課アオＴ39・2019

変更後の
町名と区域
変更後の
町名と区域 豊田

小学校
豊田
小学校

国道17号国道17号

旭岡二丁目旭岡二丁目

旭岡一丁目旭岡一丁目

高畑町高畑町

大町大町

　病気などの理由で集団保育が困難になり、保護
者が仕事などで家庭での保育ができないときに、
一時的に保育を行います。利用には事前登録が必
要です。
●病児・病後児保育

施設名 所在地・電話
長岡福祉協会 病児・病後児保育施
設すとく ＮＥＷ

深沢町2278-8
Ｔ86・7933

生協こどもクリニック
病児保育室すこやか

沢田1-1-20
Ｔ33・7090

●病後児保育
施設名 所在地・電話

東部川崎保育園
病後児保育室 ＮＥＷ

川崎3-2388
Ｔ89・6658

東部どんぐり保育園
病後児保育室にこにこ

四郎丸2-3-25
Ｔ34・8088

恵和こども園
KEIWAナーサリールーム

蓮潟町312
Ｔ28・2768

芳香稚草園　病後児保育室
「豊愛」森のこかげ

栄町3-4-7
Ｔ53・2303

こどもけやき苑　クリームおばさ
んの病後児保育室

槇山町1593-1
Ｔ29・2510

※利用可能日や方法など詳細は、各施設にお問い
合わせください
問保育課さいＴ39・2219

病児・病後児保育施設を２カ所増やしました

▲小太郎

①雨水タンク（100リットル以上を貯留）
　住宅などの雨どいから雨水を集め、一時的に敷
地内にためることで、道路への流出を抑制。ため
た雨水は、庭木や家庭菜園の水やりに利用できる
ほか、地下に染み込むことで、水資源としても有
効活用されます。
補助額＝対象経費の２分の１（上限２万円）　対
市内に住む市民
②防水板
　浸水に耐える素材で降雨前に建物や敷地の出入
り口に設置し、浸水を防ぎます。
補助額＝対象経費の２分の１（上限75万円）　対
市内に建物を所有、使用している市民、事業者

◇　　　　　　　◇
①②いずれも　申12月21日㈮までに下水道課市セ
Ｔ39・2235、各支所産業建設課（栃尾支所は建設
課）へ

水害に強いまちへ！
雨水タンク・防水板
設置費用を半額補助します

対象を
市内全域
に拡大！

雨水タンク防水板

お子さんの保育を、保育士のほかに
看護師も担当するよ。症状の変化に
は医療機関と連携して対応するから
安心だね。


